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菊

田

幸

一

本
法
は
、
少
年
犯
罪
者

の
監
護
、
審
判
、
刑
罰

な
ら
び
に
児
童

お
よ
び
少
年

の
保
護

に
関

し
規
定

す
る
も

の
で
あ
る
。

〔
前
文
〕

少
年
犯
罪
者

の
監
護
、
審
判
、
処
罰

な
ら
び
に
児
童
お
よ
び
少
年

の
保
護
に
関

し
、

よ
り
い

っ
そ
う
の
規
定

を
な
す

こ
と
が
適
当

で
あ

る
。ゆ

え
に
、

イ

ン
ド
統
治
法
八
〇
条

の
A
、

三
項
に
も
と
づ
き
、
本
法
通
過
に
対
し
総
督

の
事
前
認
可
が
得
ら
れ
て

い
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

以
下

の
ご
と
く
規
定
す
る
。
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50叢論律一 法

第

一
章

序

文

第

一
条

〔
名
称
、
開
始
期

日
お
よ
び
範
囲
〕

ω

本
法

は
、

一
九
二
二
年

ベ
ン
ガ

ル
少
年
法

と
よ
ぶ
。

②

本
法

は
、

カ
ル
カ

ッ
タ
地
区
に
お
け
る
官
報

の
公
告

に
よ
り
、
地

区
政
府

の
指
定
す

る
期

日
を
も

っ
て
効
力
を
生
ず
る
も

の
と
す

る
。

㈲

本
法

は
、
第

二
七
条

の
規
定

に
従

い
、

一
八
六
六
年

カ

ル
カ

ッ
タ
警
察
法
第

三
条

の
定
め
に
よ
る
カ
ル
カ

ッ
タ
地
区
、

一
八
六
六

年

カ

ル
カ

ッ
タ
周

辺
地
区
警
察
法
第

一
条

に
基
づ
く
通
達

に
よ
り
定

め
た

る
カ

ル
カ

ッ
タ
周
辺
地
区
、

一
九
〇
六
年
イ

ン
ド
港
湾
法

弟

五
条

に
基
づ
く
通
達

に
よ
り
定

め
た

る
カ

ル
カ

ッ
タ
港
、

お
よ
び

ハ
ウ

ラ
自
治

区
に
お
よ
ぶ
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
区
政
府

は
、

カ
ル
カ

ッ
タ
地
区
官
報

の
公
告
に
よ
り
、

ベ

ン
ガ

ル
に
お
け
る
上
記
以
外

の
地
区

に
も
、
拡
張
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

第

二
条

〔
一
八
九
七
編
法
律
第
八
号

の
廃
止
〕

一
八
九

七
年
矯

正
院
法

は
、
第

一
五
条
を
除
き
、
以
下

の
地
域

で
廃
止
さ
れ

る
も

の
と
す
る
。

㈲

本
法
施
行

の
H
よ
り
、
第

一
条
第

三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
効
力

の
お
よ
ぶ
地
域

㈲

お
よ
び
、
か
か
る
施
行

の
日
よ
り
、
第

一
条
第

三
項
に
基
づ
き
拡
張

し
た
る
そ
の
他

の
地
域

第

三
条

〔定
義
〕

本
法
に
お

い
て
は
、

そ
の
文
脈

に
よ
り
別
段

の
定
め
が

な

い
限
り
、
以

下

の
ご
と
く

と
す

る
。

ω

〔
児
童
〕

と
は
、

一
四
歳
未
満

の
者

を
言

い
、
職
業
学
校

(
芦
合

ω
庄
巴

。・合

o
o
－)
に
関

し
て
用

い
ら
れ
る
場
合

は
、
少
年

の
年
齢

が
収
容
期
間
満
了
前

に
、

一
四
歳

に
達
す

る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
収
容
中

の
少
年

す
べ
て
に
適
用
す
る
。
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②

〔後
見
人
〕

と
は
、
児
童
、
少
年
も
し
く
は
少
年
犯
罪
者
に
関
し
、
事
件

の
審
理
を
行

う
裁
判
所

の
意
見

に
よ

り
、

一
定

の
期

間
、
児
童
、
少
年
も
し
く
は
少
年
犯
罪
者
を
保
護
、
監
督
す

る
者

も
含

め
る
。

③

〔職
業
学
校
〕
(
芦
ら
傍
目
巴

。・
合
o
巳
)
と
は
、
第
六
条

に
基
づ
き
、
地
区
政
府
に
よ
る
設
置

も
し
く

は
公
認
を
受
け
た
る
職
業
学

校
を

い
う
。

ω

〔
規
定

す
る
〕

と
は
、
本
法
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
た
規
則

に
よ
り
規
定

す
る

こ
と
を

い
う
。

⑤

〔矯

正
学
校
〕
(
苫
{o
目
目
陪
o
藁

。・
昏

o
巳
)
と
は
、
第

六
条
に
基
づ
き
、
地
区
政
府

に
よ
る
設
置
も

し
く

は
公
認
さ
れ
た
る
矯
正
学

校
を

い
う
。

θ

〔
少
年
〕

と
は
、

一
四
歳
以
上

で
あ
り
、

一
六
歳
未
満

の
者
を

い
う
。

⑦

〔
少
年
犯
罪
者
〕

と
は
、
送
致

も
し
く

は
収
容

に
相
当
す
る
罪
を
宣
告

さ
れ
、

か

つ
か
か
る
有
罪
判
決

の
時
に
、

一
六
歳
未
満

で

あ
る
者

を

い
う
。

第

四
条

〔
裁
判
管
轄
〕

本
法

に
よ
り
、
各
裁
判
所
に
与

え
ら
れ
た
権
限

は
、

以
下

の
裁
判

所
に
お

い
て
の
み
、
行
使
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

司(f)〈e)(d)(c)(b)(

高
等
裁
判
所

治
安
判
事
裁
判
所

特
別
治
安
判
事
お
よ
び
治
安
判
事
補
裁
判
所

本
法
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
た
る
少
年
裁
判
所

地
区
簡
易
裁
判
所

地
区
簡
易
裁
判
所
支
部
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⑧

管
区
簡
易
裁
判
所

㈲

第

一
審
簡
易
裁
判
所

ω

地
区
政
府
に
よ
り
、
特
に
権
限

の

一
部

も
し
く

は
全
部

を
行
使
す
る
資
格
を
与
え
ら
れ
た
第

二
審
簡
易
裁
判
所
。

か
か
る
裁
判
所

は
、
当
該
事
件
が
初
審
、
控
訴
審
、

再
審

の
い
つ

れ
で
あ

る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
使

す
る
こ
と
が

で
き

る
。

第
五
条

〔
本
法
に

よ
り
命
令
を
下
す
権
限
を
有

し
な

い
簡
易
裁
判
所

の
手
続
〕

ω

本
法

に
よ
り
、
命
令
を
下
す
権
限
を
与
え
ら
れ
て

い
な

い
簡
易
裁
判
所
が
、
審
判
に
付
す

べ
き
児
童

も
し
く
は
少
年
を
、
矯

正
も

し
く
は
職
業

学
校

へ
の
送
致

ま
た
は
、
場
合

に
よ
り
、
本
法

に
も
と
つ
く
何
ら

か
の
他

の
方
法
に
よ
り
処
理
す
る
も

の
と
判
断

す
る

場
合

に
は
、
簡
易
裁
判
所

は
、

か
か
る
意
見
を
記
載

し
、
手
続

に
し
た
が

い
、
児
童

も
し
く

は
少
年
を
、
当
該
事
件

の
管
轄
権

を
有

し
、
本
法
に
も
と
つ
く
権

限
を
行
使

で
き

る
最
寄

の
少
年
裁
判
所
ま
た
は
、
簡
易
裁
判
所

に
送
致

す
る
も

の
と
す
る
。

②

一
項

に
も
と
づ

き
、
手
続

を
行

う
裁
判
所
は
、
適
当
と
思
料
す
る
場
合

は
、

そ
の
後
も
審
理
を
行

う
こ
と
が

で

き
、
か

か

る

場

合
、
裁
判
所

は
か
か
る
審

理
が
初
め

て
提
起
さ

れ
た
か

の
ご
と
く
審
理

し
、
事
件

を
処
理
す
る
命
令
を
下
す
も

の
と
す
る
。

第

二
章

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

第
六
条

〔学
校

の
設
置

お
よ
び
公
認
〕

ω

地
区
政
府

は
、
本
法
に
し
た
が

い
送
致

す
る
児
童

お
よ
び
少
年
犯
罪
者

の
収
容

の
た
め
、
矯

正
お
よ
び
職
業
学
校
を
設
置

し
、
維

持
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

②

第

一
項
に
も
と
つ

か
ず
設
置
さ
れ
た
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

の
管
理
官

の
同
意
も
し
く
は
要
請

に
よ
り
、
地
区
政
府

は
、

か
か

る
学
校

を
本

法
に
も

と
づ

き
送
致
す
べ
き
児
童

も
し
く
は
少
年
犯
罪
者

を
収
容

す
る
に
、
適
当

と
認
め
る

こ
と
が

で

き

る
。
さ

ら
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に
、

か
か
る
学
校

の
管
理
官
に
対

し
、
地
区
政
府

は
、

以
後
、
維
持

す
る
に
適
当

と
思
料

し
た
る
寄
付
金
を
与

え
る
こ

と

が

で

き

る
。

第

七
条

〔学
校

の
管
理
〕

ω

第
六
条
第

一
項

に
も

と
づ
き
設
置
さ
れ
た
す

べ
て
の
矯
正

も
し
く
は
職
業
学
校

の
管

理
お
よ
び
運
営

に
関
す

る
、
院
長
お
よ
び
委

員

は
、
地
区
政
府

に
よ
り
任
命
さ

れ
る
も

の
と
し
、

か
か
る
院
長
お
よ
び
委
員

は
、
本
法

の
目
的
に
て
ら
し
学
校

の
管
理
を
行

う
も

の
と
す

る
。

②

第
六
条

二
項
に
も

と
づ
き
公

認
さ

れ
た
る
す
べ
て
の
学
校

は
、
地
区
政
府

に
よ
る
認
可

を
受
け
た
者

の
管
理

の
も
と
に
置

く
も

の

と
し
、

か
か
る
認
可
を
受
け
た
者

は
、
本

法

の
目
的
に

て
ら
し

て
、
学
校

の
管
理
を
行

う
も

の
と
す
る
。

③

男

子
お
よ
び
女
子
を
矯

正
も
し
く
は
職
業
学
校

に
収
容

す
る
場
合
、
女

子

の
収
容
施
設

は
、
別
棟

と
し
、

か

つ
雑
居

と
す

る
。

第

八
条

〔
学
校

の
監
察
〕

ω

地
区
政
府
は
、
矯

正
お
よ
び
職
業
学
校

の
主
任

監
察
官
な
ら
び
に
、
主
任

監
察
官
を
補
佐

す
る
に
適
当

と
思
料

す
る
数
名

の
監
察

官
お
よ
び
監
察
官
補

を
任
命
す

る
こ
ピ
が

で
き
、

主
任
監
察

官
を
補
佐
す

る
よ
う
任
命

さ
れ
た
者

は
、
地
区
政
府

の
指

示
に
し
た
が

い
、
主
任

監
察
官

の
権
限

お
よ
び
義
務

を
行
う

こ
と
が

で
き

る
。
た
だ
し
、
そ

の
場
合
、
主
任
監
察

官

の
指
示

の
も
と
で
行

う
も

の

と
す
る
。

②

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

は
、
少
な
く
と
も
六
か
月
ご
と
に
、
主
任
監
察

官
ま
た

は
、
監
察
官
も
し
く
は
監
察
官
補

に
よ
り
調
査
を

行

う
も

の
と
す
。

た
だ
し
、

か
か
る
学
校
が
、
女
子

の
み

の
施
設

で
あ
ザ
、

か
か
る
調
査

が
、
主
任

監
察
官

に
よ
り
行
わ
れ
な

い
場
合

は
、
調
査

を

行
え
る
と
き
に
、
女
性
に
よ
り
行

う
も

の
と
す
る
。
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第
九
条

〔監
察
官

の
権
限
〕

主
任

監
察
官

ま
た
は
、
主
任
監
察
官
に
代

り
権
限
を
付
与
さ
れ
た
監
察
官
も

し
く
は
監
察
官
補

は
、

い
か
な
る
と
き
も
、

す
べ
て
の

部

門
に
お

い
て
、
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

に
立
ち
入
り
、
調
査
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

第

一
〇
条

〔
医
療
監
察
〕
(
日
o
庄
8
=

g
勺
0
6
江
o
目
)

地
区
政
府

に
代

り
権

限
を
付
与
さ
れ
た
免
許
を
有

す
る
開
業
医

は
、

い
か
な

る
と
き
も
、
収
容
者

の
健
康

お
よ
び
学
校

の
衛
生
状
態

を
主
任
監
察
官

に
報
告
す
る
た
め
、
管
理
者

ま
た
は
、

そ
の
た
め
の
関
係
者

へ
通
知

の
存
否

に
か
か
わ
り
な
く
、
矯

正
も
し
く

は
職
業

学
校
を
訪
問

す
る
こ
と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、
女

子

の
み
の
施
設

の
場
合

は
、
行

え
る
と
き
に
、
女
性

に
よ
り
、
な
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

第

一
一
条

〔
公
認
取
消
し
に
対
す

る
地
区
政
府

の
権
限
〕

地
区
政
府

は
、
公
認
学
校
が
条
件
、
規
則
、
管
理
も

し
く
は
監
督
を
満
さ

な

い
場
合

は

い
つ
で
も
、
学
校

の
管
理
者
に
対
し
、
送
達

さ
れ
る
通
知
に
よ
り
、
学
校

の
公
認
は
、
通
知
書

に
明
記
さ
れ
た
期

日
か
ら
取
消
さ
れ
、

そ
の
時
点

で
、
公
認

の
取
消
し
が
効
力
を
有

し
、
学
校

は
、
公
認
学
校

で
あ
る

こ
と
を
終

了
す
る
。

た
だ
し
、
地
区
政
府
が
適
当
と
思
料

す
る
場
合
、
学
校

の
管
理
者

に
対
し
送
達
さ
れ
る
通
知

に
よ
る
公
認

の
取
消

し
に
代
り
、
通
知

書

に
記
載
さ
れ
た
期
間
も

し
く
は
、

か
か
る
通
知
が
取
消
さ
れ
る
ま
で
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童

の
入
院

を
禁
ず

る
こ
と
が

で
き

る
。な

お
、
場
合

に
よ
り
、
本
条

も
し
く
は
前
た
だ
し
書

に
も

と
つ

く
通
知
発
行
前

に
、
学
校
管
理
者
が
、
公
認
取
消

し
ま
た
は
入
院
禁

止
を
不
服
だ
と
す
る
理
由
を
示
す
正
当
な
機
会
が
与

え
ら
れ

る
も

の
と
す
る
。

第

一
二
条

〔管
理
者

に
よ
る
公
認

の
辞
退
〕
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公
認
学
校

の
管
理
者

は
、
主
任

監
察
官
を
通
し
て
地
区
政
府
に
対
し
、

六
か
月

の
猶
予
を
み
て
、

そ

の
旨
、
書
面

に
よ
る
通
知

に
よ

り
、
学
校

の
公
認
を
辞
退

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

し
た
が

っ
て
、

か
か
る
通
知
が
取
消
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
主
任
監
察
官

に
よ
る
受
領

の
日
か
ら
六
か
月

の
満
了
を
も

っ
て
、

公
認

の
辞

退

は
効
力
を
有

し
、

か
か
る
学
校

は
、
公
認
学
校

で
あ
る

こ
と
を
終

了
す
る
。

第

二
二
条

〔
公
認

の
取
消
も
し
く
は
辞
退

の
効
力
〕

公
認
取
消

し
の
通
知
が
行
わ
れ
た
学
校

の
管
理
者

は
、

受
領

の
日
よ
り
、

ま
た
公
認
辞
退

の
通
知
が
行

わ
れ
た
学
校

で
は
、
通
知
発

行

の
日
よ
り
、
本

法
に
し
た
が

い
、

い
か
な
る
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童
も
、
受

け
入
れ
な

い
こ
と
と
す

る
。

た
だ

し
、
前
記

の
時

点

に
お

い
て
、
学
校
に
入
院

し
て

い
る

い
か
な
る
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童

に
も
、
学
習
、
訓
練
、
住
居
、
衣
類
、
食
事
を
与

え
る

と

い
う
第

一
六
条
に
述

べ
た
る
管
理
者

の
義
務

は
、
地
区
政
府

に
よ
り
、
他

の
方
法

で
指

示
す

る
場
合
を
除
き
、
公
認
取
消
も
し
く

は

辞
退
が
、
効
力
を
有
す
る
ま
で
存
続

す
る
も

の
と
す
る
。

第

一
四
条

〔
公
認
を
終

了
す
る
場
合

の
収
容
者

の
処
置
〕

学
校
が
、

公
認

で
あ
る
こ
と
を
終
了
す
る
場
合
、

収
容
者

で
あ
る
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童

は
、
地

区
政
府

の
命
令

に
よ
り
、
本

法

の
規
定

に
そ

っ
て
、
他

の
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

ま
た

は
、
補
助
施
設
に
移
送
す

る
こ
と
と
す

る
。

第

一
五
条

〔補
助
施
設
〕
(
〉
受

巨
旬
日

げ
o
日
露
)

地
区
政
府

は
、
矯

正
も
し
く
は
職
業
学
校
が

い
か
な
る
階
層

の
収
容
者
を
も
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
補
助
施
設
を
設
置

し
、
ま
た
は

本

法

の
議

会
通
過
前

で
あ
る
か
後

で
あ
る
か
に
関
係

な
く
、
設
置
さ
れ
た
そ
の
他

の
施
設
に
、

公
認
を
与

え
る

こ
と
が

で
き
る
。

か
か

る
公
認

は
、
矯

正
も

し
く
は
職
業
学
校

の
公
認

と
同
様

の
方
法

で
取
消

し
ま
た
は
辞
退
を
行

う

こ
と
が

で
き

る
。

こ
れ

ら
の
す
べ
て

の

施
設
は
、
地
区
政
府

に
よ
り
明
記
さ
れ
た
る
目
的

の
た
め
、
当
該
学
校

の

一
部

も
し
く

は
付
属

と
し
て
扱

う
も

の
と
す
る
⇔

第

一
六
条

〔管
理
者

の
義
務
〕
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公
認
学
校

の
管
理
者

は
、
本
法

に
し
た
が

い
送
致

を
要
求
さ
れ
た
少
年
犯
罪
者
も
し
く
は
児
童

の
収
容

を
拒
否
す
る

こ

と

が

で

き

る
。
な
お
、

ひ
と
た
び
か
か
る
少
年
犯
罪
者
も

し
く
は
児
童
を
、
引
受
け
た
場
合
に
は
、
全
収
容
期
間
も
し
く

は
、
学
校

の
公
認
取
消

も
し
く

は
辞
退
が
効
力
を
有
す
る
ま

で
、
教
育
、
訓
練
お
よ
び
寄
宿
設
備

の
あ
る
場
合

は
、
寄
宿
、
衣
類
、
食
事

の
供
給
を
な
す

こ
と

を
引
受
け
る
も

の
と
す
る
。

た
だ
し
、
地
区
政
府

は
、
公
認
学
校

の
管
理
者
に
代

り
、

な
さ
れ
た
申
立
書

に
も

と
づ
き
、

か
か
る
少
年
犯
罪
者

も
し

く

は

児

童

を
、
他

の
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

へ
移
送
す

る
取
り
決

め
を
な
す

こ
と
が

で
き

る
。

第
三
章

少
年
犯
罪
者

第

一
七
条

〔
児
童

お
よ
び
少
年

の
保
釈
〕

明

ら
か
に

=

ハ
歳
未
満

で
あ
る
者
が
、
逮
捕
さ
れ
、

か

つ
た
だ
ち
に
、
法
廷
に
出
廷
さ

せ
る

こ
と
が

で
き

な

い
場
合
、

か
か
る
者
を

連
行

す
る
警
察
署
員

は
、
当
該
訴
追
が
殺
人
、
死
刑
も
し
く

は
追
放
刑

に
相
当

す
る
犯
罪

の

一
つ
で
あ
る
場
合
を

の
ぞ
き
、
保
証
人

の

有
無

に
か
か
わ
り
な
く
、
保
釈

を
な
す
こ
と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、
明

ら
か
に

一
六
歳
未
満

で
あ
る
少
女
を
逮
捕
す

る
場
合
に

は
、
逮
捕

し
、
連
行

し
た
警
察
署
員

は
、
確

か
な
保

証
人

で
あ

る
と
認
め
る
者
が
、
少
女
を
出
廷
さ

せ
、

か

つ
要
求
が

あ

っ
た
場
合

に
は
、
少
女

に
代
わ

っ
て
警
察
署

に
出
頭
す
る

こ
と
が
保
証

で
き

る
と
思
料

す
る
額

の
保
釈
金
を
供
託
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
釈
放
す

る
も

の
と
す

る
。

第

一
八
条

〔保
釈
が
な
さ
れ
な

い
児
童

も
し
く

は
少
年

の
拘
留
〕

ω

逮
捕
時
に
、

明
ら
か
に

一
六
歳
未
満

で
あ
る
者
が
、

一
七
条

の
規
定
に
し
た
が

い
保
釈
が
な
さ
れ
な

い
場
合
、
警
察
署
員

は
、
規

定

の
方
法
に
よ
り
、
法
廷
に
出
廷
さ

せ
る
ま

で
、
警
察
も

し
く
は
拘
置
所

と
は
別

の
場
所

に
収
容
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。
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②

警

察
官

は
、
事
件

の
全
状

況
に
も

と
づ
き
、
相
当

で
あ

る
以
上

の
長
期
間
、

か
か
る
者
を
拘
留

し
て
は
な
ら
な

い
。

な
ら
び
に
、

か
か
る
期
間

は
、
裁
判
所

の
特
別
命
令

な
き

と
き
は
、
拘
留
場

か
ら
法
廷

ま
で
連
行
す
る
に
必
要

な
時
間

を

の
ぞ
き
、

二
四
時
間

を

越
え

て
は
な
ら
な

い
も

の
と
す
る
。

第

一
九
条

〔
拘
留
場

へ
の
再
拘
留

も
し
く

は
収
容
〕

一
七
条

の
規
定
に
よ
り
、
保
釈
が

な
さ
れ
な

い
児
童

も
し
く
は
少
年
を
、
裁
判

の
た
め
再
拘
留
も
し
く
は
収
容
す
る
う
え
で
、
裁
判

所
は
、
刑
務
所
に
収
容
す

る
代

わ
り
に
、
再
拘
留
さ
れ
る
期
間
、
規
定

の
方
法

で
、
警
察
も
し
く
は
拘
置
所
と
は
別

の
場

所
に
収
容
す

る
命
令

を
行

う
も

の
と
す

る
。

第

二
〇
条

〔
罪
を
犯

し
た
児
童

も
し
く

は
少
年

の
親

の
出
廷
〕

ω

児
童

も
し
く

は
少
年
が
、
罪

を
犯

し
、

ま
た
は
職
業
学
校

へ
の
送
致
命
令
に
関
す
る
申
立
書
に
も

と
づ

き
、
児
童

を
出
廷
さ

せ
る

に
際

し
、
親

も
し
く

は
後

見
人
に
対
し
、

か
か
る
少
年
が
事
実
を
認
め
、
正
当

な
距
離
内
に
居
住

し
、
な
ら
び
に
出
廷
も
し
く

は
問

責

さ
れ
た
る
者
が
児
童

で
あ
る
場
合
、
裁
判
所
が
相
当

で
な

い
と
判
断
す

る
場
合
を

の
ぞ
き
、
手
続

の
全
過
程

の
間
、
理
由
を
聴
取

す
る
裁
判

に
出
廷

す
る
よ
う
要
求

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

②

児
童

も
し
く
は
少
年

を
、
逮

捕
す
る
場
合
、
連
行

す
る
警
察
署
員

は
、

た
だ
ち
に
親

も
し
く

は
後

見
人

に
連
絡

す
る
も

の
と
し
、

少
年
が
、

か
か
る
逮
捕
を
認
め
た
場
合
に

は
、
出
頭
す

べ
き
法
廷

へ
の
出
廷
を
通
告
す
る
も
の
と
す
る
。

③

本
法

に
も

と
づ
き
、
出
廷
が
求

め
ら
れ

て
い
る
親
も
し
く

は
後
見
人
と
は
、
児
童
も

し
く

は
少
年

の
事
実
上

の
財
産
権

お
よ
び
監

督
権

を
持

っ
て

い
る
親
も

し
く
は
後
見
人
を
言
う
。

た
だ
し
、
親

も
し
く

は
後

見
人
が
父
親

以
外

で
あ

る
場
合
、

す
な
わ
ち
父
親

の
死
亡
も
し
く
は
認
知

を
な
さ
な

い
場
合
、
最

も
近

い
男

の
親
族

の
出
廷
を
求
め
る
も

の
と
す
る
。
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ω

児
童
も
し
く
は
少
年

の
親

の
出
廷

は
、
本

法
に
も
と
づ

き
、

か
か
る
手
続

の
開
始
前

に
、
児
童

も
し
く
は
少
年
が
、
裁
判
所

の
命

令

に
よ
り
か
か
る
親

の
監
護
も
し
く
は
保
護

か
ら
引
き
離
さ
れ
た
場
合
に

は
、
要
求
が

な
さ
れ
な

い
も

の
と
す

る
。

⑤

児
童

も
し
く
は
少
年

の
母
親

ま
た

は
女
性

の
後
見
人

の
出
廷

を
求

め
る
規
定

は
、
本
法

に
な

い
も

の
で
あ
る
。
当
該
地
域

の
慣
習

お
よ
び
道
徳
に
従

い
、

か
か
る
母
親
も
し
く
は
女
性

の
後
見
人
は
、
公
然

と
出
廷
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
が
、
弁
護

人
も
し
く
は
代

理

人
と
し
て
裁
判

に
出
廷
す
る

こ
と
が

で
き

る
。

第

一
=

条

〔児
童

お
よ
び
少
年

の
処
罰

の
制
限
〕

な

ん
ら
か

の
法
律
に
、

こ
れ
と
反
対

の
規
定
が
な
さ
れ
て

い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
児
童
も

し
く

は
少
年
は
、

死
刑
、
追
放
刑
も
し

く

は
拘
禁
刑

ま
た

は
、
罰
金

の
支
払
が

な

い
た
め
、
も

し
く

は
保
証
人
を
立

て
ら
れ
な

い
た
め
、
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
る

こ
と
が
な

い

も

の
と
す
る
。

た
だ
し
、
裁
判
所

は
、

か
か
る
少
年
が
あ
ま
り
に
無
法
も
し
く
は
悪
化
し
た
性
格

で
あ
り
、
矯

正
学
校

に
送
致
さ

れ
る
に
適

し
た
者

で
は
な
く
、

か

つ
裁
判
所
が
、
法
的

に
処
理
す

る
に
適
当
な
他

の
方
法
が
な

い
と
認
承
し
た
場
合
、
少
年

は
、
前
述

の
よ
う
に
拘
禁
刑

を
宣
告
さ
れ
、

も
し
く

は
刑
務

所

へ
収
容
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

少
年
犯
罪
者

の
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

へ
の
送
致
方
法

第

二
二
条

〔
一
二
歳

か
ら

一
六
歳

ま
で
の
犯
罪
者

の
矯

正
も
し
く

は
職
業
学
校

へ
の
収
容
〕

ω

訴
が
提
起
さ
れ
る
裁
判

所

の
判
断

に
お

い
て

=

一歳
も

し
く
は
そ
れ
以
上

で
あ
る
と
さ
れ
る
少
年
犯
罪
者
が
、
追
放
刑
も
し
く
は

拘
禁
刑

に
相
当
す
る
罪

の
宣
告

を
受
け
た
場
合
、
裁
判
所

は
、
法
律

に
し
た
が

い
、
他

の
い
つ
れ
か

の
刑
罰

を
宣
告

す

る

代

わ

り

に
、
少
年
を
矯

正
学
校

へ
送

る
命
令
を
下
す

こ
と
が

で
き
る
。
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た
だ
し
、
犯
罪
者

に
、
矯

正
学
校

へ
送
致

す
る
命
令
を
下
す
場
合
、
拘
禁
刑

を
付
加
す
る

こ
と
は
な

い
も

の
と
す
る
。

②

一
二
歳

も
し
く

は
そ
れ
以
上

の
少
年
犯
罪
者
が
、
追
放
刑
も
し
く

は
拘
禁
刑
を
宣
告
さ
れ
た
場
合
、
地
区
政
府
は
、
か

か
る
宣
告

を
執
行
も
し
く
は
遂
行
す
る
代

わ
り
に
、

か
か
る
少
年
を
矯
正
学
校

へ
送
致

す
る
指
示
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
。

③

訴
が
提
起
さ
れ

る
裁
判
所

の
判
断

に
よ
り
、

一
二
歳
未
満

で
あ
る
と
さ
れ
た
少
年
犯
者
が
、
死
刑
、
追
放
刑
も
し
く
は
拘
禁
刑

に

相
当
す
る
罪

の
宣
告

を
う
け

る
場
合
、
裁
判
所

は
、
職
業
学
校

へ
送
致

す
る
命
令
を
下
す

こ
と
が

で
き
る
。

④

初
犯

で
な

い

=

一歳
も

し
く

は

二
二
歳

の
少
年
犯
罪
者
が
、
追
放
刑
も
し
く
は
拘
禁
刑

に
相
当
す

る
罪

の
宣
告
を
さ

れ
、

か

つ
裁

判

所
が
、

か
か
る
少
年
犯
罪
者

を
職
業
学
校

へ
送
致

す
べ
き

で
あ
り
、
事
件

の
特
別
な
状
況
を
考
慮

す
れ
ば
矯
正
学
校

へ
の
送
致

は

適
当

で
な

い
と
判
断

し
、
さ
ら
に
少
年
犯
罪
者

の
性
格

お
よ
び
経
歴

か
ら
、
職
業
学
校

の
他

の
収
容
者

か
ら
の
悪
影
響
が
な

い
も

の

で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
、
裁
判
所

は
、
事
前
に
管
理
者

の
受

け
入
れ

の
承
諾
を
う
け
た

の
ち
、
少
年
犯
罪
者

を
職
業
学
校

へ
送
致

す
る
命
令
を
下
す

こ
と
が

で
き
る
。

た
だ
し
、
地
区
政
府

は
、
職
業
学
校

の
管
理
者

の
申
立
に
も
と
づ
き
、
命
令

に
よ

っ
て
、

か
か
る
少
年
犯
罪
者

を
矯

正
学
校

へ
移

送

す
る

こ
と
が

で
き
る
。

㈲

少
年
が
、

一
八
九

八
年
刑
事

手
続
法
第

一
〇
六
条

に
も
と
づ
き
、
保

証
人
を
た

て
る
よ
う
裁
判
所

に
よ
り
命

ぜ
ら
れ
か

つ
、

そ
れ

を
怠

っ
た
場
合
、
命
令
を
し
た
裁
判
所

は
、

か
か
る
少

年
を
矯
正
学
校

へ
送
致
す
る
命
令
を
下
す

こ
と
が

で
き
る
。

第

二
三
条

〔
収
容
期
間
〕

少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童

を
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

に
送
致

す
る
す
べ
て
の
命
令
に
は
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童
が
、
当

該
学
校

に
収
容

さ
れ
る
以
下

の
ご
と
き
期
間

を
明
記
す
る
も

の
と
す
る
。

㈲

少
年
犯
罪
者

を
矯

正
学
校

へ
送
致
す
る
場
合

は
二
年
以
上
五
年
以
内

で
あ
り
、

い
か
な
る
と
き
も
、
少
年
犯
罪
者
が

一
八
歳

に
達
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し
た
場
合
、
裁
判
所

の
判
断

で
、
当
該
期
間
を
越

え
て
延
長
す
る

こ
と
は

で
き
な

い
も

の
と
す

る
。

㈲

児
童
を
職
業
学
校

へ
送
致

す
る
場
合

は
、
裁
判
所
が
少
年

の
教
育

と
訓
練
に
適
当

と
思
料
す

る
期
間
、
児
童
が
、

た
場
合
、

い
か
な
る
と
き
も
裁
判
所

の
判
断

で
当
該
期
間
を
越
え
て
延
期
す
る

こ
と
が

で
な

い
も

の
と
す
る
。

少
年
犯
罪
者
を
処
理
す
る
、
そ
の
他

の
方
法

一
六
歳
に
達

し

第

二
四
条

〔
少
年
犯
罪
者

の
釈
放

も
し
く

は
適
当

な
監
護

に
付
す

る
権
限
〕

裁
判
所

は
、
適
当

と
思
料

す
る
場
合
、
少
年
犯
罪
者

を
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

に
収
容

す
る
命
令

の
代

わ
り
に
、
以
下

の
ご
と
く

命

ず
る

こ
と
が

で
き

る
。

θ

し
か
る
べ
き
訓
戒

の
の
ち
釈
放

し
、

も
し
く

は
、

⑥

裁
判
所
が
要
求

す
る

一
二
か
月
を
越

え
な

い
期
間
、
少
年
犯
罪
者

の
品
行
保
持
に
対

し
責
任

の
あ

る
親
、
後
見
人
、
親
族
も
し
く

は
、
保
証
人

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
保
釈
を
行
う
者
め
も

と
で
、
親
、
後
見
人
も

し
く
は
か
か
る
者

を
欠
く
と
き
は
、
成

人
し
た
親

族
、

ま
た

は
裁
判
所

に
よ
り
か
か
る
者
が

不
適
当
と
認
め
ら
れ
た

る
と
き

は
、
信
頼

で
き
尊
敬

で
き

る
者

の
監
護
に
付
す

べ
き
も

の

と
す

る
。

な
ら
び
に
、
裁
判
所

は
、

か
か
る
命
令

に
付
加

し
て
、
少
年
犯
罪
者
を
裁
判
所
に
よ
り
任
命
さ

れ
た

る
者

の
監
督

の
も
と

に
同
居
す
る
命
令
を
な
す

こ
と
が

で
き

る
。

第

二
五
条

〔
親

に
対

し
罰
金
等

の
支
払

い
命
令
を
行
う
権
限
〕

ω

児
童
も
し
く
は
少
年
が
、
罰
金
に
相
当
す

る
罪
を
犯

し
、
か

つ
裁
判
所
が
、
他

の
い
か
な
る
刑
罰

の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
罰
金

を
科

す
こ
と
が
最
良

で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
、
裁
判
所

は
、

か
か
る
犯
罪
者
が
児
童

で
あ
り
、
親
も
し
く
は
後
見
人

が

認

承

せ

ず
、

ま
た
は
か
か
る
者
が
児
童

も
し
く
は
少
年

の
し
か
る
べ
き
保
護
を
な
す

こ
と
を
怠

り
、

よ

っ
て
犯
罪
遂
行

を
指
導

し
な
か

っ
た
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と
認
め
ら
れ

る
場
合
を

の
ぞ
き
、
児
童

も
し
く
は
少
年

の
親

ま
た
は
後
見
人
に
対

し
罰
金
を
支
払
う
よ
う
命
ず

る

こ
と
が

で
き
る
。

②

本
条
に
も
と
つ
く
命
令

は
、
前
述

の
ご

と
き
場
合
を

の
ぞ
き
、
出
廷

の
要
求
が

な
さ
れ
、

こ
れ
を
怠

た
り
た
る
親
も
し
く
は
後
見

人
に
対

し
発
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
か
か
る
命
令
は
、
親
も
し
く
は
後
見
人
に
対

し
、

弁
明

の
機
会
を
与
え

る
こ
と
な
く
発

す
る

こ
と
は
で
き
な

い
。

③

本
法
に
も
と
づ
き
、
親
も
し
く
は
後
見
人
に
罰
金
を
支
払

う
よ
う
指
示
す
る

い
か
な
る
命
令
も
、

一
八
九
六
年
刑
事
手
続
法
に
も

と
づ
き
発

せ
ら
れ
る
命
令

と
同
様

の
効
力
を
有

す
る
も

の
と
す
る
。

ω

親

も
し
く

は
後
見
人
は
、
か
か
る

い
か
な

る
命
令

に
対
し

て
も
、
自
ら

の
訴
訟
手
続

に
よ
り
な
さ
れ
た
命
令

の
ご
と
く
、
控
訴

す

る
こ
と
が

で
き
る
。

第

二
六
条

確
信
犯

(
6
6
『
け旬
声問
O
吋一日
伶
o力)
少
年

の
拘
禁

ω

少
年

の
当
該
犯
行

に
対

し
、
本
法

の
規
定
に
も
と
づ
き
裁
判
所

は
不
処
罰
が
相

当

と
判
断

す
る
ま
じ
め
な
犯
罪

で
あ
る
と
確
信
す

る
場
合
、
裁
判
所

は
、
当
該

犯
罪
者
を
適
当

と
思

わ
れ
る
場
所
な

い
し
方
法

で
保
護

拘

禁

(
。・ぼ
。
。
¢
む。
δ
含

)

に
置

く
も
の
と
し
、

州
行
政
府

の
慣
例

と
し
て
事
件
を
報
告

す
る
も

の
と
す
る
。

②

第

一
=

条

の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
州
行
政
府
は
、
適
当

と
思

わ
れ
る
い
か
な
る
処
置

(
6
0
づ
血
津
戸O
口
切
)

を
命
ず

る
こ
と
が

で
き
、

か
か
る
拘
留

の
間
、
少
年

は
適
法
な
拘
留
所
に

い
る
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
命

ぜ
ら
れ
た
拘
禁
期
間

は
、
少
年
が
犯

し
た
罪

に
対
し

て
言
渡
さ
れ
た
最
長

の
収
容
期
間
を
越

え
な

い
も

の
と
す

る
O

さ
ら
に
、
州
行
政
府

は
当
該
拘
禁
中

い

つ
で
も
適
当

と
思

わ
れ
る
な
ら
ば
、
少
年
が

一
八
歳

に
達
す
る
ま
で
、
当
該
拘
禁

に
代

っ

て
少
年
院

(
H瓜
o
吟日
巴
o
蔓

。・
o
ゲ
o
巳
)

に
収
容
す

る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
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第
四
章

放
任
少
年
の
職
業
学
校
送
致

第

二
七
条

職
業
学
校

(
甘
警

ω艮
巴

切
各
o
o
－)

に
送
致
す

べ
き
少
年

ω

州
政
府
が
カ

ル
カ

ッ
タ
官
報

の
告

示
に
よ
り
、
本
条

な

い
し
本
条

の
い
つ

れ
か
の
部
分
が
適
用

さ
れ
る
も

の
と
命
ぜ
ら
れ

る
地
域

に
お

い
て
も
本
法

に
も
と
づ
き
、

ω

こ
れ
に

つ
い
て
の
訴

え
の
受
理

㈲

警
察

の
報
告

ω

当
該
事
実

の
真
偽

に

つ
い
て
の
管
轄
権

を
有

す
る
裁
判
所

は
、
明
ら
か
に

一
四
歳
未
満

で
あ
る
少
年

の
親

な

い
し
後

見
人
に
対
す
る
召
喚
状

ま
た
は
警

部
補

(
ωロ
げ
・日
名
6
6
8
吋
)

よ
り
階

級
が
下
ら
な

い
警
察
官
も

し
く
は

こ
れ
に

つ
い
て
州
政
府
が
権
限
を
付
与
す

る
そ
の
他

の
者

に
よ

り
執
行
さ

れ
る
令
状

の
ど
ち
ら
か
に
よ
り
、
当
該
少
年

の
出
頭
を
命
ず

る

こ
と
が

で
き
る
。
か
か
る
出
頭

の
日
は
、
裁
判
所
が
次

の

ご
と
き
少
年

で
あ
る
と
信
ず

る
に
た
る
理
由
が
存
す

る
場
合

に
は
、
そ

の
召
喚
状

な

い
し
令
状

に
明
記

せ
ら
れ
た
る
日
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、

㈲

乞
食

に
よ
り
生
活

し
て

い
る
者
、

㈲

孤
児

で
は
な

い
が
、
両
親
も

し
く
は
存
命

の
親
が

あ
る
が
貧

困

で
あ
る
者
、

ま
た
は
私
生
児

の
場
合

は
、

母
親
が
追
放
刑

(
旨
§
・

o
m
づ
o
詳
自
認
8

)
な

い
し
拘
禁
刑

(
　H口
唱
目
一〇◎
O
]P
日
O
目P⇔)
に
処

せ
ら
れ
て

い
て
貧

困

で
あ

る
者
、

θ

犯
罪

ま
た
は
、
酩
酊
習
癖

の
た
め
少
年

の
保
護
に
適

し
な

い
親

も
し
く

は
後
見
人

の
保
護

下
に

い
る
者
、

④

恒
常
的
に
放
任

し
も
し
く

は
ひ
ど
く
少
年

を
虐
待

す
る
親
な

い
し
後
見
人

の
保
護

下
に
あ
る
者
、
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θ

窃
盗
ま
た
は
売
春

の
世
評
あ

る
仲
間

と
し
ば

し
ば
交
際

の
あ
る
者
、

閨

少
年
を
誘
惑

な

い
し
売
春

さ
せ
も

し
く
は
そ
れ
ら
を
そ
そ
の
か
す

こ
と
を
も
く

ろ
む
環
境
に
居
住
す

る
者
、

②

当
該
地
域
に
お

い
て
、

州
政
府

よ
り
権
限
を
付
与
さ
れ
た
者

は
、
本
法

に
も
と
づ
き
管
轄
権

を
有
す

る
少
年
裁
判
所

な

い
し
簡
易

裁
判
所

に
明
ら
か
に

一
四
歳
未
満

で
あ

る
次

の
少
年
を
連
行

す
る

こ
と
が

で
き
る
。

㈲

盛

り
場

(
宮

窪

o
苫
ω
o
詳
)

な

い
し
街

頭

で
乞
食
も
し
く
は
施
し
物

(
巴
日
。・
)
を
受
け
る

こ
と

(
歌
、
演
芸
、
販
売

と

い
っ
た
見

せ
か
け

の
有
無

は
問

わ
ず
)
、
ま
た
は
、

そ
う

し
た
目
的

で
盛

り
場

な

い
し
街

頭
に

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
者

、

㈲

明
確

な
生
計
手
段
を
も
た
ず
、

も
し
く

は
定

っ
た
居
所
な

い
し
家
が
な
く
、
俳
徊

し
て
い
る
者
、

θ

孤
児

で
は
な
く
両
親
も
し
く

は
存
命

の
親
が

い
る
が
貧
困

で
あ
る
者
、
ま
た
は
私
生
児

の
場
合

は
、

母
親
が
追
放
刑

な

い
し
拘
禁

刑
に
処
さ
れ
て

い
る
と
認

め
ら
れ
る
者
、

㈹

窃

盗
ま
た
は
売
春

の
世
評

あ
る
仲
間

と
し
ば
し
ば
交
際

の
あ

る
者
、

㈲

売
春
宿

(
庁
O
垣』
ロカ㊥
O
(
ピ
一̀
{口
白
6
)

に
居
住
す
る
者
、

ω

虐

待
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
者
。
さ
ら
に
、
少
年
が
か
か
る
規
定

の

一
つ
に
あ
た
る
と
し

て
出
廷
さ
せ
る
裁
判
所

は
、
当
該
告
訴

を

検

討
し
、

そ
の
検
討

の
内
容

を
記
録
す
る
も

の
と
し
、

よ
り
詳
細

な
尋
問

の
根
拠
が
存

す
る
と
思
料

す
る
場
合

は
、

か
か
る
尋
問

の

た
め

の
期

日
を
決
定
す

る
も

の
と
す
る
。

③

第

一
項

に
も
と
づ
き
少
年
を
出
廷
さ
せ
、
な

い
し
は
二
項
に
も
と
づ
き
尋
問

の
た
め
決
定
さ
れ
た
る
期

日
に
し
た
が

い
、
ま
た
は

手
続
が
延
期
さ
れ

る
場
合

の
、
そ

の
後

の
期

日
に
し
た
が

い
裁
判
所
は
、
提
出
さ
れ
る
す

べ
て

の
証
拠

を
審
理
、

記
録

し
、
少
年

を

職
業
学
校

に
送
致

す
る

こ
と
が
避
け

ら
れ
、
適
切

と
思

わ
れ

る
、
よ
り
慎
重
な
尋
問
が
な
さ
れ
る
べ
き
理
由
を
示
す
た

め
の
何

ら
か

の
原
因
を
考
慮
す
る
も

の
と
す
る
。
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ω

尋

問

の
後
、
裁
判
所

は
少
年
を
職
業
学
校

に
送
致

す
る
こ
と
が
適

切

で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ

れ
て
始

め
て
、

か
か
る
効
果

と
し
て

命
令

を
下
す
も

の
と
す

る
。

㈲

尋
問

の
後
、
裁
判
所
は
少
年
が
、
乞

食
少
年

の
職
業
的
養

い
主

(
苫
o
⌒Φ
。。
ぼ
8

巴

片
。
㊦
u
2
)

で
あ
る
者
に
依
頼
さ
れ
、

も

し
く
は

そ

の
者

の
利
益

の
た
め
に
乞
食
を
し

て
生
活

し
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、
裁
判
所

は
か
か
る
者

を
出
廷
さ
せ
、

そ
の
後

の
答

弁

に
お

い
て
、
審
問
す
る

こ
と
が

で
き
、
裁
量

に
お

い
て
は
、

か
か
る
者

に
、

手
続
費
用
と
し
て
二
五

ル
ピ
ー
を
越

え
な

い
範
囲

で

支
払

い
を
命
ず

る
こ
と
が

で
き

る
。

ま
た
、

か
か
る
費
用

は
、
刑
事
手
続
法

三

八
九

八
年
)

の
規
定

に
も

と
づ
き
、
罰
金
と
し
で

実
施
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

第

二
八
条

〔児
童
も

し
く
は
少
年
を
適
当

な
監
護

に
付

す
る
権
限
〕

ω

本
法

に
も
と
づ
き
、
裁
判
所

に
、
児
童

の
職
業
学
校
送
致
を
命
令
す

る
権
限

を
与

え
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
は
、

か
か
る
送
致
に

代
わ
り
、
規
定
さ
れ
た
方
法

で
、
児
童
が

一
六
歳

に
達
す

る
ま
で
も
し
く
は
よ
り
短
期
間
、
児
童

を
適
当

な
監
護

に
付

す
命
令
を
下

す

こ
と
が

で
き
る
。

②

地
区
政
府
に
よ
り
、
代

わ

っ
て
権
限
を
付
与

さ
れ
た
者

は
、
少
年
裁
判
所
も

し
く
は
、
本
法

に
も
と
づ
き
、
権
限

の
行
使
を
付
与

さ
れ
、

な
ら
び
に
事
件

の
管
轄
権

を
有
す

る
簡
易
裁
判
所
に
、

一
四
歳

も
し
く

は

一
五
歳

で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
少
年

を
出
廷
さ

せ
る

こ
と
が

で
き

る
。

第

二
九
条

〔親
も

し
く
は
親
族

へ
の
児
童

の
返
還
に
関
す

る
地
区
政
府

の
権
限
〕

裁
判
所

の
請
求
ま
た
は
児
童

の
親

も
し
く

は
親
族

の
申
立
に
よ
り
、

地
区
政
府

は
、

二
七
条
四
項

に
も
と
づ
き
裁
判
所

に
よ
る
処
理

後
、
職
業
学
校

へ
送
致
さ
れ
、

あ
る

い
は
二
八
条
に
も

と
づ
き
地
区
政
府

の
選
定

す
る
親
も
し
く
は
親
族

に
引
き
渡
さ
れ
る
か

の
い
つ

れ
か
で
あ
る
児
童

に
対
し
、
命
令

に
よ
り
記
載
さ
れ
た

る
条
件

に
よ
り
返
還

の
指
示
を
命
ず

る
こ
と
が

で
き

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る



児
童

に
対

し
、
裁
判
所
に
よ
り
発

せ
ら
れ
た
命
令

は
、

し
た
が

っ
て
、
修

正
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

第

三
〇
条

〔
少
女

の
保
護
〕

い
つ
れ
か

の
者

の
告
訴

に
も
と
づ
き
、

一
六
歳
未
満

の
少
女
が
、
親
も
し
く
は
後
見
人
に
よ
り
虐
待
さ
れ
、

ま
た
は
、
親
も
し
く
は

後
見
人
が
承
知

の
う
え

で
、
性
的
誘
惑

も
し
く

は
売
春

を
行
う
危
険
を
有

し
、

ま
た
は
売
春
生
活
を
行

っ
て

い
る
こ
と
を
摘
発
さ
れ
た

場
合
、
裁
判
所

は
、
親

も
し
く

は
後
見
人

に
、
当
該
少
女

の
し
か
る
べ
き
保
護
お

よ
び
監
督
を
な
す
よ
う
誓
約

を
申

し
入
れ
る

こ
と
が

で
き
る
。
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第
五
章

矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校
ま
た
は
監
護
下
に
あ
る
者
の
扶
養
お
よ
び
処
遇

第

三

一
条

〔
親

の
扶

助
〕

ω

本
法

に
も

と
づ
き
、
矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

に
在
院

す
る
少
年
犯
罪
者
も

し
く

は
児
童

の
収
容

ま
た

は
、
適
当
な
監
護
者

へ
の

児
童

お
よ
び
少
年

の
委
託
命
令

を
発
す

る
裁
判
所

は
、
親

ま
た
は
、
少
年
犯
罪
者
も
し
く

は
児
童
、
少
年

の
扶
養
義
務

の
あ
る
者

に

対

し
、
可
能

な
限
り
、
規
定

さ
れ
た
方
法

で
、
扶
養
命
令
を
発

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

②

第

一
項

に
も

と
づ
き
、
命
令

が
発

せ
ら
れ
る
前

に
、
裁
判
所

は
、
親

ま
た
は
少
年
犯
罪
者
も
し
く
は
児
童
、
少
年

の
扶
養
義
務
者

の
家
庭
環
境

を
調
査

す
る
も

の
と
し
、
親
も
し
く
は
他

の
者

の
立
会

の
も
と
で
、

あ
る

い
は
場
合

に
よ
り
直
接

の
付

添
が

な

い
と
き

は
、
弁
護
人

の
立
会

の
も

と
で
、

か
か
る
証
拠
を
示
す
も

の
と
す

る
。

③

第

一
項

の
目
的
に
し
た
が

い
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童
、
少
年

の
扶
養
義
務
者

に
は
、
私
生
児

の
場
合
、

一
八
九
八
年
刑
事
手

続

法
第

四
八
八
条
に
も
と
づ
き
、
命
令
を
発
し
も

し
く
は
他

の
方
法
に
よ
り
、
管
轄
当
局
が
推
定
上

の
父
親

で
あ
る
と
宣
告

し
た
、

推
定
上

の
父
親
を
含

む
も

の
と
す
る
。
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た
だ
し
、
少
年
犯
罪
者
も
し
く
は
児
童
、
少
年
が
、
私
生
児

で
あ
り
、

か

つ
か
か
る
扶
養
命
令
が
、

一
八
九
八
年
刑
事
手
続
法
第

四
八
八
条

に
も
と
づ

き
、
な
さ

れ
る
場
合
、
裁
判
所

は
、

通
例
、
推
定
上

の
父
親

に
対

し
、
扶

養
命
令
を
行

わ
ず
、
裁
判
所
が
任
命

す
る
者

に
対
し
、
前
述

の
扶
助
命
令

に
よ
り
生
ず

る
支
払

わ
れ
る
べ
き
総
額

の

一
部

ま
た
は
全
部

を
支
払
う
よ
う
、
命
令

す
る
こ
と

が

で
き

る
。

か
か
る
総
額

は
、
少
年

の
扶

養

の
た
め
に
、
推
定
上

の
父
親

に
よ
り
支
払
れ
る
も

の
と
す
る
。

ω

本
条
に
も
と
つ
く

い
か
な
る
命
令
も
、

一
八
九
八
年
刑
事
手
続
法
第

四
八
八
条

に
よ
る
命
令

と
同
様

の
方
法

で
、
効
力

を
有
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

第

三
二
条

〔
児
童

の
里
子
〕

八
歳
未
満

の
児
童

が
送
致
さ
れ
る
職
業
学
校

の
管
理
者

は
、
主
任
監
察
官

の
書

面
に
よ
る
承
諾

の
も

と
で
、
児
童

が

一
〇
歳
に
達

す

る
ま

で
、
適
当

な
人
物

の
も

と
に
、
里
子
に
出

す

こ
と
が

で
き
る
。
そ

の
後

は
、
主
任
監
察
官

の
書
面

に
よ
る
承
諾

の
も
と
で
、
管
理

者
が
児
童

の
利
益
を
考
慮

し
た
上
、

よ
り
長
期
間
、
監
督
、
連
戻

そ
の
他
規
定
さ
れ
た
管
理
者

の
権
限

の
行
使

に
従
う
も

の
と
す

る
。

児
童

が
里
子
に
出
さ
れ
る
場
合
、
本
法

の
目
的

に
て
ら
し
、
学
校
に
収
容

さ
れ

て
い
る
児
童

と
み
な
す
も

の
と
し
、

し
た
が

っ
て
、
本

法

の
規
定
を
、
可
能

な
限

り
適
用

す
る
も

の
と
す
る
。

第

三
三
条

〔
仮
釈
放

に
よ
る
外
泊
〕

ω

少
年
犯
罪
者

ま
た
は
児
童

を
矯

正
も

し
く
は
職
業
学
校

に
収
容
す
る
場
合
、

か
か
る
学
校

の
管
理
者

は
、

い
か
な
る
と
き
も
、
主

任

監
察
官

の
書

面
に
よ
る
承
諾

の
も
と
に
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童
に
対
し
、

な
ん
ら
か

の
有
益
な
仕
事

な
い
し
職
業
を
仕

込

む
た
め
、
自
発
的
に
引
受

け
、
保
護

す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
任
命

さ
れ
た
信
頼

も
し
く

は
尊
敬

で
き
る
人
物

と
同
居

す

る

こ

と

を
、
・仮
釈
放

に
よ
り
許
可
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

②

許
可
さ
れ
た

い
か
な
る
仮
釈
放
も
、
許
可

の
条
件
違

反
に
よ
り
取
消
さ
れ
、
も
し
く

は
失
効
す
る
ま
で
、

か
か
る
効
力
を
有
す
る
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も

の
と
す
。

③

学
校

の
管
理
者

は
、

い
か
な
る
と
き
も
、
書
面

に
よ
る
命
令

に
よ
り
、

か
か
る
釈
放
を
取
消

し
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童

を

学
校

へ
送
還
す
る

こ
と
が

で
き
、

か

つ
、

こ
れ
は
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童

の
仮
釈
放

に
よ
る
委
託
先

の
請
求

に
よ
り
な
さ

れ

る
も

の
と
す

る
。

④

少
年
犯
罪
者
も
し
く
は
児
童

が
、
当
該
学
校

へ
の
帰
還
を
拒

否
し
、
も
し
く
は
実
現

な
ら
ざ

る
と
き
は
、
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、

少
年
を
捕

え
、
学
校

へ
連
戻
す

こ
と
が

で
き

る
。

⑤

本
条

に
も

と
つ

く
仮
釈
放

の
履
行
中

で
、
少
年
が
矯
正
も
し
く

は
職
業
学
校
に
不
在

で
あ

っ
た
期
間

は
、
当
該
学
校

の
収
容
期
間

の

一
部

に
算

入
す
る
も

の
と
す
る
。

た
だ
し
、
仮
釈
放
中

に
取
消
し
も
し
く
は
失
効
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
校

へ
戻

る
こ
と
を
拒
否
し
た
場
合

に
は
、
帰

還

を
拒
否

し
た
後

の
経
過
時
間

は
、
学
校
収
容
期
間
に
算

入
し
な

い
も

の
と
す

る
。

第

三
四
条

〔連
戻

し
を
拒
否
す
る
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
児
童

の
出
廷
要
請

を
親

に
命

ず
る
権
限
〕

ω

仮
釈
放
が
取
り
消
さ
れ
も
し
く

は
失
効

し
、

か

つ
少
年
犯
罪
者
も
し
く
は
児
童

が
、
学
校

へ
の
帰
還
を
拒

否
も
し
く
は
実
現

で
き

な

い
場
合

、
親

も
し
く

は
後

見
人
が
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童

を
召
喚
さ
せ
る

こ
と
を
信
頼
す

る
に
足
る
正
当
な
根
拠
が
存

す

る

こ
と
を
宣
誓

の
う

え
、
述

べ
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所

は
、
記
載
さ
れ
た

日
に
親
も

し
く

は
後
見
人
が
法
廷
に
出
頭
し
、
な
ら
び

に
児
童

を
出

頭
さ

せ
る
こ
と
を
請
求

す
る
出
頭
命
令

を
発
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
さ

ら
に
、

正
当
な
弁
明
な
く
、
か
か
る
出
廷

を
怠

っ
た
場
合

は
、
本
法
も
し
く

は
他

の
法
律
に
も
と
づ
き
為
す

べ
き
義
務
に
加

え
、

二
五
ル
ピ
ー
を
越

え
な

い
罰
金

を
支
払

う
法
的
義

務
が

あ
る
も

の
と
す

る
。

②

親

も

し
く
は
後
見
人
が
、
本
条
に
も
と
づ
き
罰
金
を
支
払
う

こ
と
を
指
示
す
る

い
か
な
る
命
令

も
、

一
入
九
八
年
刑
事
手
続
法
に
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も
と
づ
き
な
さ

れ
た
命
令

と
同
様

の
効
力
を
有

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第

三
五
条

〔少
年
犯
罪
者
も

し
く
は
児
童

の
逃
走
教
唆

に
対
す

る
処
罰
〕

な

ん
び
と
も
、

㈲

矯
正
も
し
く
は
職
業
学
校

に
存
院

し
、
も

し
く
は
、

そ

こ
か
ら
の
仮
釈
放

に
よ
る
外
泊
を
許
さ
れ
た
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童

を
直
接
も
し
く
は
間
接
的

に
、
故
意

に
封
助

ま
た
は
誘
惑

し
、

よ

っ
て
、
か
か
る
学
校
も

し
く
は
仮
釈
放
に
よ
る
外
泊

を
許
さ
れ
た

る
者
か
ら
逃
走
さ

せ
、

ま
た
は
、

㈲

本
法
に
も
と
づ
き
引

き
渡
さ
れ
た
監
護
者

か
ら
逃
走
さ

せ
、

ま
た
は
、
本
法

に
も
と
づ
き
引
き
渡
さ

れ
た
監
護
者
も

し
く
は
仮
釈

放

に
よ
る
外
泊
を
許
さ
れ
た
る
者

ま
た
は
学
校

へ
連

戻
す

こ
と
を
故
意
に
隠
匿

し
、
も
し
く

は
妨
げ

た
る
と
き
は
、
逃
走
し
た
る
少

年
犯
罪
者

も
し
く

は
少
年
、
児
童

ま
た
は
、
故
意

に
逃
走
を
封
助

し
た
る
少
年
犯
罪
者

も
し
く
は
少
年
、
児
童

は
、

二
か
月
ま
で
延

長

で
き

る
期
間
、
拘
留
刑

に
し
、

も
し
く
は
二
〇
〇

ル
ピ
ー
を
越

え
な

い
罰
金

を
支
払

い
、

ま
た
は
、

そ
の
両
方

を
科
す

べ
き
も

の

と
す
る
。

第

三
六
条

〔釈
放
お
よ
び
移
送
〕

ω

地
区
政
府

は
、

い
か
な
る
と
き
も
、
完
全
に
も
し
く
は
以
下

の
ご
と
く
地
区
政
府
が
認

め
た

る
条
件

の
も
と
に
、
少
年
犯
罪
者

も

し
く
は
児
童
を
矯

正
も

し
く

は
職
業
学
校

か
ら
釈
放

す
る
命
令

を
な
す

こ
と
が

で
き
る
。

②

地
区
政
府

は
、

㈲

少
年
犯
罪
者
も
し
く
は
児
童

を
、

あ
る
職
業
学
校

か
ら
他

の
職
業
学
校

へ
移
送
す

る
命
令
、

㈲

矯

正
学
校

に
収
容
さ

れ
て

い
る
、

一
四
歳
未
満

の
少
年
犯
罪
者
を
職
業
学
校

に
移
送

す
る
命
令
、

θ

他

の
在
院
者
を
通

し
、
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
れ
る

こ
と
が
明

ら
か

で
あ
り
、

ま
た
は
学
校

の
規
則

の
重
大
な
る
違

反
も
し
く
は
学
校
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か
ら

の
逃
走
を
犯

し
た
職
業
学
校
収
容
少
年
を
矯

正
学
校

へ
移
送
す
る
命
令
。

た
だ
し
、
少
年
犯
罪
者
、
少
年

も
し
く
は
児
童

の
全

収
容
期
間

は
、

か
か
る
移
送
に
よ
り
増

大
さ
せ
る
こ
と
な
き
も

の
と
す
る
。

第

三
七
条

〔少
年
裁
判

所
〕

ω

地
区
政
府

は
、
出
頭
を
要
請
さ
れ
た
る
児
童
も
し
く
は
少
年
に
関

す
る
命
令

も
し
く

は
仮
釈
放

の
申
立

て
の
審
理
ま
た
は
、
児
童

も
し
く

は
少
年

に
対
す

る
訴

え

の
審
理
を
行

う
た
め
、

い
つ
れ
か

の
管
区
も
し
く

は
そ

の
他

の
地
域

に

一
つ
も
し
く

は
そ
れ
以
上

の

独
立

し
た
裁
判
所

の
設
置

に
関

し
、
規
定

す
る
こ
と
が

で
き

る
。

②

か
か
る
独
立

し
た
裁
判
所
が
設
置

さ
れ
ざ

る
場
合
、
児
童

も
し
ぐ

は
少
年

を
審
理
す

る
裁
判
所

は
、
児
童
も

し
く
は
少
年
が
、

そ

う

で
は
な

い
者

と
併
合

し
て
訴

え
を
提
起
さ
れ
た
る
場
合
を

の
ぞ
き
、
可
能

な
か
ぎ

り
、
裁
判
所

の
通
常
開
廷
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ

と

は
別
棟

の
、
も

し
く
は
別
室

で
、

ま
た

は
通
常
開
廷
が
な
さ
れ
る
日
時

と
は
別

の
日
、
も

し
く
は
別

の
時
間
に
開
廷
す

る
も

の
と

す

る
。

第

三
八
条

〔年
齢

の
推
定

お
よ
び
確
定
〕

ω

犯
罪
を
犯

し
も
し
く
は
犯
さ
ざ

る
者
が
、

証
拠
採
取

の
目
的

で
、
刑
事
裁
判
所
そ

の
他

に
連
行
さ

れ
、

か

つ
か
か
る
者
が
、
児
童

も

し
く
は
少
年

で
あ
る

こ
と
が
判
明

し
た

る
と
き

は
、
裁
判
所
は
、
か
か
る
者

の
年
齢

に
関

し
、
適
法
な
調
査

を
行

い
、

か
か
る
目

的

で
事
件
聴

取
時

に
入
手

で
き

る
証
拠

を
採
用

し
、

そ

の
後
す
ぐ
判
明

し
決
定

し
た

る
、

か
か
る
者

の
最

近

の
年
齢

を
記
載
す
る
も

の
と
す
る
。

②

裁
判
所

の
命
令
も

し
く
は
決
定

は
、

か
か
る
者

の
年
齢

が
裁
判
所
に

よ
り
正
確
に
決
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な

い
こ
と
が
、

そ
の
後

の
証
明
に
よ
り
覆
が

え
さ
れ

て
は
な
ら

な
い
も

の
と
し
、
連
行
さ
れ
た
者

の
裁
判
所

に
よ
る
推
定
も

し
く
は
確
定
年
令

は
、
本
法

の

目
的

に
て
ら

し
、

か
か
る
者

の
真

の
年
齢

と
み
な
し
、
よ

っ
て
、
連
行

さ
れ
た

る
者
が

一
六
歳

も
し
く
は
そ
れ
以
上

で
あ
る
場
合
、
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本
法

の
目
的
に

て
ら
し
、

か
か
る
者

は
児
童
も
し
く
は
少
年

で
は
な

い
も

の
と
す
る
。

第

三
九
条

〔宗
教
信
仰
に
関

す
る
規
定
〕

ω

本
法
に
も
と
づ
き
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童
が
送
致
さ

れ
る
べ
き
矯
正
も
し
く

は
職
業
学
校
を
決
定
す

る
に
際

し
、
裁
判
所

は
、
少
年
犯
罪
者

も
し
く

は
児
童

の
属

す
る
宗
教
宗
派
を
確
認
す

る
こ
と
に
努
め
る
も

の
と
し
、

か

つ
可
能

で
あ
る
な
ら
、

か
か
る

少
年

の
宗
教
教
育

に
必
要
な
設
備
が
与

え
ら
れ

て
い
る
学
校

を
選
び
、

そ

の
旨

の
命
令
を
発
す
る
も

の
と
す
る
。

②

本
法

に
も

と
づ
き
、
児
童

も
し
く

は
少
年
を
適
当
な
監
護

に
付
す

る
場
合
、
児
童
も

し
く
は
少
年
が
引
渡
さ
れ
る
べ
き
監
護
者

を

決
定

す
る
に
際

し
、
裁
判
所
は
同
様
に
児
童
も

し
く

は
少
年

の
宗
教

を
確
認
す

る
こ
と
に
努
め
る
も

の
と
し
、

か

つ
可
能

で
あ
る
な

ら
、
同
宗
教

の
者
も

し
く
は
、
児
童

も

し
く
は
少
年
が
当
該
宗
教
に

し
た
が

っ
て
成
育
す
る

と
い
う
裁
判
所

の
配
慮

を
十
分
理
解

す

る
者

を
選
び
、

そ
の
旨

の
命
令
を
発

す
る
も

の
と
す
る
。

③

三
二
条
も
し
く
は
三
三
条

に
も

と
づ
き
、
児
童

も

し
く
は
少
年
犯
罪
者
が
、
里
子
に
出
さ

れ
も
し
く

は
仮

釈
放

に
よ
り
他

の
者

と

同
居
す

る
許
可

を
さ

れ
る
場
合
、
学
校

の
管
理
者

は
、
か
か
る
目
的
に
て
ら
し
、
児
童

も
し
く

は
少
年
犯
罪
者

と
同

じ
宗
教

の
者
、

ま
た
は
児
童

も
し
く
は
少
年
犯
罪
者
が
、
か
か
る
宗
教
に
し
た
が

っ
て
成
育
す

る
と

い
う
配
慮

を
充

足
す

る
者

を
選

ぶ

も

の

と

す

る
。

第

四
〇
条

〔児
童

も
し
く

は
少
年

の
虐

待
に
対
す

る
処
罰
〕

児
童
も

し
く

は
少
年
を
監
護

し
、
監
督

し
も
し
く

は
保
護

す
る

一
六
歳

以
上

の

い
か
な
る
者
も
、

か
か
る
児
童
も

し
く

は
少
年
を
暴

行

し
、
虐
待

し
、
放
任

し
、
放
置

し
も
し
く
は
遺
棄

し
た
者
、

ま
た

は
児
童
も
し
く
は
少
年
に
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
、

ま
た
は
身
体

を
傷

つ
け

る

(
視
力
も

し
く
は
聴
力
、

手
足
も
し
く

は
身
体

の
組
織

に
傷
害

を
与

え
、
ま
た
は
精
神

を
乱
す

こ
と
を
含

む
)

と

い

っ
た

方
法

で
、

か
か
る
児
童
も

し
く
は
少
年
を
暴
行
、
虐
待
、
放
任
、
放
置
も
し
く

は
遺
棄
さ
せ
た
者

は
、

二
年
を
越

え
な

い
期
間
拘
禁
刑
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に
処
し
、
も

し
く
は
二
〇
〇

ル
ピ
ー
を
越

え
な

い
罰
金
を
科

し
、

ま
た
は
、

こ
れ
ら
を
併
科
す
る
も

の
と
す
る
。

第

四

一
条

〔
少
女

の
売
春

も
し
く

は
性
的
誘
惑

の
行
為
、
勧
誘
、
教
唆

に
対
す

る
処
罰
〕

一
六
歳
未
満

の
少
女

を
監
護
、
監
督
も

し
く
は
保
護
す
る

い
か
な
る
者

も
、

か
か
る
少
女

に
売
春
も
し
く
は
性
的
誘
惑

の
行

為
を
さ

せ
、
も
し
く

は
す

る
よ
う

に
勧
誘
、
教
唆

し
た
場
合
、

二
年
を
越

え
な

い
期
間
、
拘
禁
刑

に
処
す
も

の
と
す
る
。

第

四
二
条

〔
児
童

か
ら
質

を
と
る
こ
と
に
対
す
る
処
罰
〕

質

屋
が
児
童

か
ら
質

と
し
て
物
品
を
得

る
場
合
、

そ
れ
が
児
童
自
身

の
た
め
、
も
し
く

は
他

人

の
た
め

で
あ
る
に
か
か
わ
り
な
く
、
.

一
〇
〇

ル
ピ

ー
を
越

え
な

い
罰
金
に
処

す
も

の
と
す
る
。

第

四
三
条

〔
児
童
も
し
く
は
少
年

の
監
護

を
行
う
者

の
権
限
〕

他

の
法
律

の
規
定
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
本
法

の
規
定

に
も
と
づ
き
児
童

も
し
く

は
少
年
を
引
き
渡

す
監
護
者

は
、

か
か

る
命
令
が
効
力

を
有
す
る
間
、
親

で
あ
る
ご

と
く
児
童

も
し
く
は
少
年

に
対
し
同
様

の
監
督
権
を
有

す
る
も

の
と
し
、

な
ら
び
に
か
か

る
少
年

の
扶
養

も
し
く

は
保
護

に
対

し
、
責
任
を
負

う
も
の
と
す
る
。
な
ら
び
に
児
童

も
し
く
は
少
年

は
、
親
も
し
く

は
他

の
者
が
要

求

す
る

こ
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
監
護
を
続
行
す
る
も

の
と
す
る
。

第

四
四
条

〔拘
束
監
護
所

に
お
け

る
少
年
犯
罪
者
、

少
年

お
よ
び
児
童

の
監
護
〕

ω

本
法
に
も
と
づ
き
規
定

さ
れ
た
拘
束
監
護

の
場

所
に
、
少
年
犯
罪
者
、

も
し
く

は
少
年
、
児
童

が
、
監
護
に
付
さ

れ
る
に
し
た
が

い
、
命
令
も

し
く
は
決
定

の

コ
ピ
ー
を
、
拘
束
監
護
所

の
担
当
者

に
、
本

人
と
と
も
に
送
致

す
る
も

の
と
し
、

か
か
る

コ
ピ

ー

に

は
、
記
載

さ
れ
て

い
る
言
葉

に
し
た
が

い
、
当
該
場
所

に
拘
束

監
護
す

る
た
め
、
十
分

な
権
限
を
与

え
ら
れ

て
い
る
も

の
と
す
る
。

②

か
か
る
拘
束
監
護

の
問
お
よ
び
拘
束
監
護
所

へ
の
移
送

の
間
、
か
か
る
者

は
、
適
法
に
監
護

に
あ
る
も

の
と
み
な

し
、

な
ら
び
に

か
か
る
者
が
逃
走

し
た
場
合
、
逮

捕
状
な
く
逮

捕

し
、
拘
束
監
護
所

へ
連
行

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
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第

四
五
条

〔
貧
困
児
童

の
た
め

の
機
関

の
調
査
〕

ω

地
区
政
府

は
、
自

発
的
献
身

に
よ
る

一
部

ま
た
は
全
部

の
補
助
が

な
さ
れ

て
い
る
貧

困
児
童

も
し
く

は
少
年

の
収
容

の
た

め
の
機

関
を
設
置
す
る

こ
と
が

で
き
、

か

つ
そ
の
場
合
、
政
府

の
権
限
に
も
と
づ
き
、
地
区
政
府

に
任
命

さ
れ
た
者

に
よ
る
適
時

の
訪
問
お

よ
び
調
査

を
行
う
法
的
義
務

は
な

い
も

の
と
す
る
。

②

任
命
さ

れ
た

い
か
な
る
者

も
、

か
か
る
機
関

に
立
入
り
、
完
全

な
調
査
を
行

い
お
よ
び
名
簿
な
ら
び
に
記
録
零
す

べ
て
の
書
類
を

調
査

す
る
権
限
を
有

す
る
も

の
と
す
る
。

㈲

一
項

に
も
と
づ
き
、
任
命
さ
れ
た
者

の
義
務
履
行

に
関

し
、
拒
否

し
、

も
し
く

は
故
意

に
立
入
も
し
く

は
調
査
を
妨
害

し
、
必
要

と
す
る
手
段
を
与

え
ざ

る
者

は
、

五
〇

ル
ピ

ー
ま

で
の
罰
金
を
科

す
も

の
と
す
る
。

第

四
六
条

〔保
証
書
に
関
す
る
手
続
〕

一
八
九
八
年
刑
事
手
続
法
第

四
二
章

の
規
定

は
、
可
能
な
か
ぎ

り
、
本

法
に
も

と
づ

き
締
結
さ
れ
た
保
証
書

に
適
用
す

る

も

の

と

す
る
。

第

四
七
条

〔有
罪
判
決

に
と
も
な
う
資
格
剥
奪

の
回
避
〕

他

の
い
か
な
る
法
律

に
規
定
す
る
場
合

で
も
、

か
か
る
法

忙
も
と
つ
く
児
童

も
し
く
は
少
年

の
有
罪
判
決

の
効
果

と
し
て
、
資
格
剥

奪
を
行

っ
て
は
な
ら
な

い
も

の
と
す
る
。

第

四
八
条

〔規
則
〕

ω

地
区
政
府

は
、
本
法

の
目
的

を
達
成
す

る
た
め
、
規
則

を

つ
く

る
こ
と
が

で
き
る
。

②

特
別
に
、

お
よ
び
先
行

の
権
限
に
対

し
実
質
上

の
裁
定

に
影
響
な
し
に
、
地
区
政
府

は
規
則
を

つ
く
る
こ
と
が

で
き

る
。

㈲

矯
正

お
よ
び
職
業
学
校

な
ら
び
に
そ

の
他

の
補
助
施
設

の
設
置
、
公
認
、

お
よ
び
維
持
に
関

し
、
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㈲

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校
な
ら
び
に
そ
の
他
の
補
助
施
設
の
調
査
、
な
ら
び
に
主
任
監
察
官
お
よ
び
他
の
監
察
官
の
権
限
お
よ
び
義

務

の
規
定
に
関
し
、

θ

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

の
管
理
官

の
権
限
お
よ
び
義
務
に
関
し
、

㈹

学
校
の
選
択

の
規
定
、

θ

児
童
お
よ
び
少
年
の
外
食
、
仮
釈
放
な
ら
び
に
監
督
に
関
し
、

ω

児
童
お
よ
び
少
年
を
扶
養
す
る
義
務

の
あ
る
親
な
ら
び
に
他

の
者
に
よ
る
扶
助
に
関
し
、

⑧

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

の
在
院
者

の
処
理
お
よ
び
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ら
び
に
、
監
督
官

の
任
命
お
よ
び
そ
の
在
職
期
間
に
関
し
、

㈲

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校
な
ら
び
に
補
助
施
設
の
運
営
に
関
し
、

ω

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

の
在
院
者

の
教
育
お
よ
び
、
職
業
、
道
徳

の
訓
練
な
ら
び
に
、
か
か
る
労
働

の
収
益

の

一
部

の
彼
ら

へ
の

帰
属
に
関
し
、

ω

少
年
犯
罪
お
よ
び
児
童

の
矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

へ
の
送
致
に
関
し
、

㈹

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

の
在
院
者
に
対
す
る
監
督
な
ら
び
に
在
院
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
規
定
、

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

の
在
院
者

の
短
期
不
在

の
許
可
の
承
認
に
関
し
、

矯
正
お
よ
び
職
業
学
校

の
在
院
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
犯
罪
の
処
罰
の
規
定
、

ω

児
童
も
し
く
は
少
年
を
適
当
な
監
護
に
付
す
方
法
な
ら
び
に
、
か
か
る
児
童
お
よ
び
少
年

の
監
督
に
関
し
、

㈲

裁
判
の
た
め
の
逮
捕
、
送
還
お
よ
び
収
容
に
も
と
つ
く
児
童
お
よ
び
少
年

の
拘
束
監
護
に
関
し
、

㈲

少
年
裁
判
所
に
お
い
て
、
と
ら
れ
る
手
続
を
規
定
す
る
こ
と
、

③

二
項
の
θ
お
よ
び
⑲
に
も
と
づ
き
定
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
規
則
は
、
総
督
令
に
よ
る
総
督

の
事
前
認
可
に
し
た
が
う

も

の

と

す
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る
。

㈲

本
条

に
も

と
づ
き
定

め
ら
れ
た
す

べ
て
の
規
則
は
、

カ
ル
カ

ッ
タ
官
報

に
告
示
さ

れ
る
も

の
と
し
、

な
ら
び
に
か
か
る
告

示
に
も

と
づ
き
、
本
法
に
与

え
ら
れ
る
効
力
と
同
様

の
効
力
を
有
す
る
。

第

四
九
条

〔
控
訴
〕

ω

第

二
五
条
、

二
七
条
、

三

一
条
も

し
く
は
三
九
条
に
も
と
づ
き
、
裁
判
所
よ
り
発
せ
ら
れ
た
命
令

に
対
す
る
控
訴

は
、
以
下

の
ご

と
く
上
訴
す

る
も

の
と
す
る
。

㈲

簡
易
裁
判
所
、

そ

の
他

の
地

区
簡
易
裁
判
所
も

し
く
は
管
区
簡
易
裁
判
所
に
よ
り
発

せ
ら
れ
た
場
合

は
、
地
区
簡
易
裁
判
所

へ
、

㈲

地

区
簡
易
裁
判
所

に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
場
合

は
、
治
安
判
事
裁
判
所

へ
、

ω

治
安
判
事
裁
判
所
も
し
く
は
、
特

別
判
事
も
し
く
は
治
安
判
事
補
裁
判
所

ま
た

は
管
区
簡
易
裁
判
所

に
よ
り
発

せ
ら

れ

た

場

合

は
、
高
等
裁
判
所

へ
、

②

か
か
る
上
訴

に
よ
り
発

せ
ら
れ
た
命
令

は
、
控
訴

を
し
な

い
も

の
と
す
る
。

第

五
〇
条

〔
修
正
〕

本
法

の
規
定

に
も
と
づ
き
発
せ
ら
れ
、
か

つ
他

の
点

で
は
規
定

な
き
命
令

は
、
治
安
判
事
裁
判
所
も
し
く
は
地
区
簡
易
裁
判
所

の
判

事

ま
た
は
利
害
関
係
人

の
申
立
て
も

し
く
は
、
国
民
発
案

に
も

と
づ
き
高
等
裁
判
所

に
よ
り
修

正
さ
れ
る

こ
と
が

で
き

る
。


